
【様式１】 

自己評価結果 
 
指定管理者  特定非営利活動法人ほうじょう 
指定管理施設  大東市立北条人権文化センター 
事業期間  令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日まで 
管理体制  正職員    7 名 

臨時職員   6 名 等 
職員の勤務状況  正職員はシフト制、臨時職員は必要時のみ短時間勤務 

 
１ 施設のサービス水準等 
（１）業務内容 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

運 
営 

業 

務 

休館日・開館時間 休館日 
①日曜日 
②国民の祝日に関する

法律に規定する休日 
③12 月 29 日から翌年

1 月 3 日までの期間

（②に掲げる日を除

く） 
開館時間 
午前 9 時から 
午後 10 時まで 

当センターは、全ての事

業に人権の視点を組み込

み、市民の皆さまの人権

意識向上に繋がる様々な

活動を行ってきました。 
子育て世代から高齢者ま

で、誰もが「気軽に訪れ

やすい環境」を整えるこ

とに注力し、地域のニー

ズをきめ細かく捉え、そ

れに応じたサービスを提

供することで、地域コミ

ュニティの発展と人権意

識向上に努めています。 
 

「気軽に訪れやすい環

境」を目指す中で、現状

は高齢者の利用が中心で

あり、若年層の利用が伸

び悩んでいる点が課題で

す。この状況に対し、

SNS や地域情報紙を通じ

た積極的な情報発信によ

り、これまでの利用者層

に加え、より幅広い方々

へのリーチを試み、人権

啓発の機会拡大を図って

います。また、施設の老

朽化によるハード面の課

題も認識しています。こ

れは利用者の利便性だけ

でなく、当センターが目

指す「気軽に訪れやすい

環境」というイメージ

と、公共施設特有の堅い

印象との乖離にも繋がっ

ています。今後、市の管

轄課と連携し、ハード面

の更新や改善を進めつ

つ、市民の皆さまのセン

ターに対するイメージを

変えるような広報戦略も

必要だと考えています。 
窓口受付時間 開館中は常時受付対応

する 
館長、副館長、指導員、

係員を配置し、適切丁寧

を心掛け、窓口対応を行

いました。 

地域のコミュニティセン

ターの窓口として適切な

対応を行いました。 



料金設定 大東市立人権文化セン

ター条例第 17 条、大

東市立北条人権文化セ

ンター指定管理者業務

仕様書によるもの 

条例、仕様書に基づいて

適正に処理いたしまし

た。 

条例、仕様書に基づいて

適正に処理いたしまし

た。 

広報・宣伝 ①センターだより配布 
②facebook・

Istagram ホームペ

ージの維持管理 

仕様書に基づき、毎月 1
日付けで「みらい未来」

を 4,000 部発行。 
本紙面では、表紙や紙

面に自主事業の様子や

告知を掲載するほか、

地域の情報も掲載して

います。これにより、

発行物やセンター自体

の認知度向上だけでな

く、地域内の様々な取

り組みを知る機会を提

供しています。発行し

た「みらい未来」は、

地域の各町会で「広報

だいとう」と合わせて

各世帯に配布したほ

か、市内の公共施設に

も設置しました。 

配布方法が各町会会員へ

の「広報だいとう」との

併配が中心であるため、

町会会員ではない方々へ

の情報発信が十分ではな

いという課題がありま

す。これにより、一部の

地域住民に情報が届いて

いない可能性がありま

す。この課題に対応する

ため、今後はデジタルメ

ディアやソーシャルメデ

ィア（SNS）を活用した

情報発信を強化し、より

幅広い層への情報伝達を

図ります。また、地域や

自治体との連携を深める

ようなイベントも開催

し、多角的なアプローチ

で情報が行き渡るよう努

めます。 
 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

施
設
維
持
管
理
業
務 

清掃・保守点検 施設および附属設備等

の保守点検等維持管理

に関する業務 

仕様書に基づき、適正に

実施しました。 
仕様書を遂行いたしまし

た。トラブル・苦情等は

ありませんでした。 
修繕 協定書による小規模な

修繕 
（大規模改修は市が負

担） 

収支報告書のとおり  

 
  



 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

施
設
維
持
管
理
業
務 

利用率 センターの設置目的を

十分理解し、市民サー

ビスの向上に努める。 

利用率 
令和 6 年度 14.7％ 
講座等参加者 
令和 6 年度 1,942 人 

前年度と比較して 
利用率 1.1％増 
講座等参加者 304 増 
・前年度に高齢を理由に

活動を終了されたサーク

ル団体の空きを、新たな

利用団体が埋める形で利

用率がわずかに増加しま

した。 
・継続的な地域イベント

の開催によって協力団体

が増加した結果、来場

者・参加者が大幅に増加

しました。また、各教室

には定期的な参加者がい

るため、大きな変動なく

安定した参加者数を維持

しています。 
利用料金 人権文化センター条例

第 17 条によるものと

します。 

別添料金表のとおり  

 



 
 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

そ
の
他
業
務 

施設の運営体制 地元雇用に努める 
今年度、新たに従事者 
募集は行っておりませ

ん。 

公平公正な採用に努め

ます。 

基本的人権の尊重 

センター条例に規定す

るセンターの設置目的

を十分に理解し、業務

に当たる。 

基本的人権の尊重に関し

ては、人権啓発事業を実

施する際、北条タウン誌

「みらい・未来」などで

周知いたしました。 

センター条例を理解し

施設運営を実施いたし

ました。 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

自
主
事
業 

令和６年度事業 
報告書 添付 

指定管理者により、イ

ベントの実施や施設の

集客に関わる事業実施 

①当法人が指定管理者と

して運営する北条人権文

化センターと北条コミュ

ニティセンターは、相互

に施設を訪問し、連携し

て広報活動を行いまし

た。これにより、各セン

ターの利用状況を地域住

民に報告し、PR を強化

することで、参加者の増

加に繋がりました。 
②「第 3 回人権啓発イベ

ント『ウィズ』」を開催

し、SDGs、平和、子ど

もの人権をテーマとした

パネル展示やPEACE ボ

ードを通じて、地域住民

への人権意識の浸透を図

りました。また、参加団

体の活動アピールにも成

功しました。 
③親子が気軽に利用でき

る「親子あそぼう会」と

「チャケラ」では、自由

に遊びや休息を楽しめる

場を設けることで、育児

相談を通じて地域の親子

をサポートすることがで

きました。 

①施設の認知度向上のた

め、広報・宣伝活動を強

化するとともに、魅力的

な事業を実施することが

重要。加えて、各事業で

アンケートを定期的に実

施し、その結果を施設間

で積極的に共有すること

で、地域住民のニーズを

的確に把握していく必要

がある。 
②イベント規模の拡大を

視野に入れつつ、単に告

知や宣伝に注力するだけ

でなく、協力団体と協議

を重ねながら、啓発活動

のあり方を検討していく

必要がある。 
③「親子あそぼう会」に

ついては、これまで広

報・宣伝に努めてきまし

たが、今年度まで参加者

の増加に伸び悩みまし

た。この状況を受け、来

年度からは、より地域の

ニーズに合った支援を提

供するため、事業内容の

見直しや変更を検討して

います。 



職員研修 

人権問題、個人情報保

護、その他センター業

務に関する必要な研修

への参加および実施 

 

人権問題への取り組み

には、職員の知識と意識

向上が重要です。様々な

人権課題について深い

知識を持つことは、窓口

や電話での対応におい

て、より適切で質の高い

サービスを提供する上

で不可欠です。 
このため、今後は正規職

員、臨時職員が共通の意

識を持ち、スムーズかつ

適切な業務運営を行う

ことを目指し、人権問題

に関する継続的な研修

を実施していく予定で

す。 

情報公開 

管理運営に関する情報

の公開について、市の

取り扱いに準じて必要

な措置を講じる。 

 今後も条例を遵守いた

します。 

事故等への対応 

①緊急事態、不測の事

態には適切な措置を講

じ、関係機関への連絡

を行う。 
②緊急時、防災・防犯対

策等マニュアル作成と

従事者への周知 
③東部地区対策本部が

設置された場合の協力 

従事者全員がマニュアル

を共通理解し防災訓練を

いたしました。 

引き続き従事者への啓

発、訓練などにより素早

い対応や事故防止に努

めます。 

環境問題 

大東市地球温暖化対策

実行計画の協力。 
大東市地球温暖化対策実

行計画に積極的に協力い

たしました。 

引き続き大東市地球温

暖化対策実行計画に協

力いたします。積極的な

環境問題への啓発に努

めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）利用者満足度 
①利用者アンケートの項目・実施結果等 
▪全貸室内に利用者アンケートと回収ボックスを設置していますが、記入はありません。 
▪人権啓発事業等では、アンケート実施回数 ２回 
アンケート回答者数 ３８名 
 
当センターのイベントや事業に関する情報は、アンケート結果から、参加者の大多数が北条タウン紙

「みらい未来」と「広報だいとう」を見てのご来場が多かったです。 
個別の事業の認知度については、「親子ふれあい夏の夕べ」が最も高く、次いで高齢者向けの「ホッとで

きるサロン」も高い認知度を得ていました。これらのイベントに参加された方々が、アンケート回答者

の中に複数名おられました。 
②市民からの意見・要望等 
利用者からの声として主に多くあったのは、市の支所としての機能（マイナンバーでできる機能）はで

きないのか・特にプロジェクター等の備品が古く、持ち込む側の機器に対応していないといった声が多

くあった。 
その他、同じ北条地域内で施設が古く貸室利用料金がかかる施設と、施設が新しく無料の施設があると

いう違いに疑問を持たれる方がおられる。 

 
 
（３）収支状況 
収支決算書の内容を記載 
別途決算書のとおり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２ 総合評価 
①業務内容（運営業務、施設維持管理業務、施設利用等許可業務）についての評価 
当センターは、経年劣化による建物の老朽化というハード面での課題を抱えています。しかし、電話や

窓口での対応においては、来館者から直接高い評価をいただくこともあり、適切なサービス提供ができ

ていると認識しています。 
現状のハード面については、できる限りの美化に努め、快適な利用環境づくりを心がけています。 
今後も、協定書や仕様書を遵守し、市民の皆様に不便なく施設をご利用いただけるよう、安定した運営

を継続していきます。 

 
②業務内容（自主事業、その他業務）についての評価 
現在、当施設は高齢者の利用が中心となっており、一部の利用団体・サークルの減少に伴い、施設全体

の利用率には低下傾向にあります。 
しかし、高齢者のニーズは依然として高く、引き続き重要な利用者層であると認識しています。この状

況を受け、今後は既存の高齢者層のニーズに応えつつ、若年層を含む幅広い年齢層へのアピールを強化

していく必要があります。 
一方で、子育て支援や子育て世代に向けた事業のアピールが不足しており、この分野における新たな事

業展開が喫緊の課題です。 
今後も、施設貸室の認知度向上に一層努めるとともに、アンケートによるニーズ調査や適切な広報を行

うことで、より良いサービスへと改善し、より広い層に提供できるよう尽力してまいります。 
 

利用者満足度についての評価 
口頭ではあるが、職員ひとりひとりの利用者や地域との関係が良好で、親身に対応してくれることに直

接の評価をいただいている。しかし、ハード面もそうですが、公共の施設感が強く見えるといった館の

ネーミングや建物（外観）、同地域のmorineki エリアとの雰囲気の違いには少し抵抗を感じるので、引

き続き、市と協議していきながら少しずつ調整していく必要があると考えます。 

 
収支状況についての評価 

当センターでは事業参加者数は増加しているものの、利用者の高齢化が進んだことで利用団体やサーク

ルの減少が見られ、結果として施設全体の利用率は低下しています。 
この課題に対し、今後は単に事業を宣伝するだけでなく、当施設を「どのように利用できるか」を明確

に伝え、幅広い層への認知度を高める広報活動を行い、安定した収支を目指してまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【様式１】 

自己評価結果（その２） 
 
指定管理者  特定非営利活動法人ほうじょう 
指定管理施設  大東市立北条人権文化センター 
事業期間  令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日まで 
管理体制  正職員    3 名 

 非常勤職員  1 名 
職員の勤務状況  正職員のうち、総合生活相談・人権・就労は常勤。 進路相談員は月曜日～金曜

日の 9:00～17:30 および、火曜日と金曜日は 20:30 まで 
 
１ 施設のサービス水準等 
（１）業務内容 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

運 
営 
業 

務 

休業日・業務時間 休業日 
① 日曜日 
② 土曜日 
③ 国民の祝日に関す

る法律に規定する

休日 
④ 12 月 29 日から翌

年 1 月 3 日までの

期間（②に掲げる

日を除く） 
⑤ 大東市立北条人権

文化センターが閉

館となった日 
業務時間 
午前 9 時から 
午後 5 時 30 分まで 

 （進路相談は火曜

日・金曜日は午後 8 時

30 分まで） 

大東市立人権文化センタ

ー条例および大東市立北

条人権文化センター指定

管理者業務仕様書に基づ

き、適正に対応しまし

た。 

大東市立人権文化センタ

ー条例および大東市立北

条人権文化センター指定

管理者業務仕様書に基づ

き、適正に対応しまし

た。 

窓口受付時間 業務時間中は常時受付

対応する 
相談員、相談指導員を配

置し、適切丁寧を心掛

け、相談業務を行いまし

た。 

地域の身近な相談窓口と

して適切な業務を行いま

した。 

料金設定 無料 相談支援を行うにあた

り、相談者・要援護者か

ら料金をいただいており

ません。 

 



広報・宣伝 相談についての広報を

行うこと。 
① 北条地域タウン誌

「みらい未来」に

て、相談窓口のペー

ジを作り、広報。 
② 市報の各種相談窓口

ページにて、広報。 
③ 地域内のイベントや

会議等に参加し、案

内。 

① タウン誌「みらい未

来」にて、相談窓口

の定期ページを持

ち、読者の目に留ま

るよう心掛け、何か

あった際、気軽に相

談しようと思えるよ

う心掛けました。 
② 市報の各種相談窓口

ページに掲載するこ

とによって、地域外

からの相談にもつな

がりました。 
③ 地域内のイベントや

会議等にて、相談窓

口の案内をすること

により、民生児童委

員、校区福祉委員と

いった地区組織はも

ちろん、関係機関へ

の周知にもつながり

ました。 
 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

施
設
維
持
管
理
業
務 

清掃・保守点検 施設および附属設備等

の保守点検等維持管理 
定期的な清掃と巡回を

し、室内を清潔に保ちつ

つ不備等がないかの確認

を行いました。 

来所される相談者が気持

ちよく利用できる環境づ

くりのため、室内の清潔

の保持に努めました。 
修繕    

 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

施
設
維
持
管
理
業
務 

相談件数 対象者の相談に応じ、

自立支援等のための適

切な助言を行う。対象

者の自立支援に必要な

機関と連絡調整を行

う。継続的な支援を行

うこと。その他、住民

の生活上の様々な課題

や住民ニーズ等を発見

し対応を行うこと。 

相談件数 
 
総合生活相談 
37 件 
 
人権相談 
0 件 
 
進路相談 
0 件 
就労相談 

今年度も例年同様、総合

生活相談の件数が一番

多くなっております。今

年度は高齢者からの相

談が多かったです。当法

人のある北条地区には、

市営住宅があり、住宅に

よっては、住民が入れ替

わることが無く、高齢化

が進んでいる住宅も多

く、役員のなり手不足や



8 件 自治活動が崩壊してい

るところもあり、そのよ

うな相談も多くありま

した。また、精神障害者

や引きこもり、８０５０

問題など、課題が複雑化

した家庭からの相談も

目立っております。なか

なか解決には至らない

ケースが多いですが、行

政や関係機関と連携を

密に取りながら、必要に

応じて自宅訪問をする

等、要援護者に寄り添っ

た支援を行いました。 
 

利用料金 無料 相談支援を行うにあた

り、相談者・要援護者か

ら料金をいただいており

ません。 

 



 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

そ
の
他
業
務 

施設の運営体制 地元雇用に努める 
今年度、新たに従事者 
募集は行っておりませ

ん。 

公平公正な採用に努め

ます。 

基本的人権の尊重 

センター条例に規定す

るセンターの設置目的

を十分に理解し、業務

に当たる。 

基本的人権の尊重に関し

ては、人権啓発事業を実

施する際、北条タウン誌

「みらい・未来」などで

周知いたしました。 

センター条例を理解し

施設運営を実施いたし

ました。 

職員研修 

人権問題、個人情報保

護、その他センター業

務に関する必要な研修

への参加および実施 

 

 

項目 内容 協定事項等 
（仕様書等） 

実施状況 
（実績値等） 

サービス状況 
（課題・達成度等） 

自
主
事
業 

出張！なんでも相

談会 in コミセン 
① 対象者の相談に応

じ、自立支援等の

ための適切な助言

を行うこと。 
② 対象者の自立支援

に必要な機関と連

絡を行うこと。 
③ 相談について広報

を行うこと。 
④ その他、住民の生

活上の様々な課題

や住民ニーズ等を

発見し対応を行う

こと。 

① ④大東市立北条人権

文化センター内にあ

る相談窓口まで来所

が困難、または来所

することに対して抵

抗がある相談者に対

し、大東市立北条コ

ミュニティセンター

で出張相談窓口を開

催し、相談ニーズの

拾い上げをするため

の窓口を開設するこ

とができました。 
② 大東市若者等自立サ

ポートセンターと気

協力し、相談支援を

行うことができまし

た。 
③ 出張！なんでも相談

会を開催するにあた

り、タウン誌「みら

い未来」にて、広報

を行い、気軽に相談

できる窓口があるこ

とを周知することが

できました。 

相談会にて相談を受ける

実人数は少ないですが、

広報を行うことによっ

て、相談窓口の案内につ

ながり、電話相談につな

がっていると考えられま

す。また、関係機関が参

加することによって、活

発な情報交換が行うこと

ができました。 



情報公開 

管理運営に関する情報

の公開について、市の

取り扱いに準じて必要

な措置を講じる。 

 今後も条例を遵守いた

します。 

事故等への対応 

①緊急事態、不測の事

態には適切な措置を講

じ、関係機関への連絡

を行う。 
②緊急時、防災・防犯対

策等マニュアル作成と

従事者への周知 
③東部地区対策本部が

設置された場合の協力 

従事者全員がマニュアル

を共通理解し防災訓練を

いたしました。 

引き続き従事者への啓

発、訓練などにより素早

い対応や事故防止に努

めます。 

環境問題 

   

 
 
（２）利用者満足度 
①利用者アンケートの項目・実施結果等 
対象者：各事業の参加者及び貸館の利用者 
 
 

②市民からの意見・要望等 
 

 
 
（３）収支状況 
収支決算書の内容を記載 
別途決算書のとおり 



 
 
 
 
２ 総合評価 
① 業務内容（運営業務、施設維持管理業務、施設利用等許可業務）についての評価 
 

 
 
 
 
 
② 業務内容（自主事業、その他業務）についての評価 
 

 
 

利用者満足度についての評価 
 

 
収支状況についての評価 

 

 



別添 
 

大東市立北条人権文化センター 利用料金表 

使用区分 

午前 午後 夜間 午前・午後 午後・夜間 全日 

午前 9 時から 
正午まで 

午後 1 時から 
午後 5 時まで 

午後 6 時から 
午後 10 時まで 

午前 9 時から 
午後 5 時まで 

午後 1 時から 
午後 10 時まで 

午前 9 時から 
午後 10 時まで 

多目的室⑴ 300 円 400 円 400 円 700 円 800 円 1,100 円 

多目的室⑵ 300 円 400 円 400 円 700 円 800 円 1,100 円 

第 1 和室 300 円 400 円 400 円 700 円 800 円 1,100 円 

第 2 和室 600 円 800 円 800 円 1,400 円 1,600 円 2,200 円 

調理室 900 円 1,200 円 1,200 円 2,100 円 2,400 円 3,300 円 

大会議室 900 円 1,200 円 1,200 円 2,100 円 2,400 円 3,300 円 

中会議室 600 円 800 円 800 円 1,400 円 1,600 円 2,200 円 

小会議室 300 円 400 円 400 円 700 円 800 円 1,100 円 

 
 
 
 



令和６年度北条人権文化センター収支決算書

【収入の部】 単位:円
大区分 中区分 小区分 決算額

１．事業収入 １．北条人権文化センター指定管理事業収入 47,331,948
１．委託料 46,677,000
２．施設利用料金 365,200
３．事業参加料 288,500
４．受取利息 1,248

47,331,948

【支出の部】 単位:円
大区分 中区分 小区分 決算額

１．事業費 １．人件費 35,793,385
１．給料手当 31,118,455
２．退職給付費用 480,000
３．法定福利費 4,129,890
４．福利厚生費 65,040

２．その他経費 10,263,102
１．事業原価 710,973
２．業務委託費 4,225,960
３．通信運搬費 209,280
４．印刷製本費 539,920
５．旅費交通費 56,534
６．車輌維持費 150,090
７．消耗品費 325,842
８．修繕費 223,278
９．水道光熱費 2,431,083
１０．賃借料 337,536
１１．保険料 11,510
１２．研修費 11,137
１３．支払手数料 14,630
１４．備品購入費 0
１５．租税公課 340,000
１６．雑費 675,329

46,056,487

1,275,461

収入合計

支出合計

収支差額


